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千葉県ドおけるスズキLateolabraxjaponicusのi島、獲

量は1997年で約1，900トンに上り，全国でもっとも多

い1)。一方，スズキは漁獲対象種として重要であるほ

か，遊漁対象種としても人気が高<，千葉県でも陵か

らの遊漁のほか，スズキを対象とした遊j提案内業船

(以下，遊漁船)によっても釣獲されている。しかし

ながら，スズキについて遊漁による釣獲量カ吋住定され

た例はない。

また，遊漁船による釣獲量の推定については，北田2.4)

による一連の報告によりその推定方法が提案されてい

るほか，マダイについてはその遊漁船やプレジャーボー

トによる釣獲実態について詳しい報告がある5川。し

かし，釣獲量について精度付きで評価したものは，北

田，)の遊漁者によるアユの釣獲量についてや，千葉県

ほか10)のプレジャーボートによるマダイの釣獲量の推

定がされているにすぎない。

ここでは，千葉県でもっとも多くスズキが漁獲され

ている東京湾海域を調査対象として，千葉県に届出さ

れている遊漁船へのアンケート調査を行い，遊漁船に

よるスズキ昔話J獲量を精度付きで推定し，スズキ資源の

利用実態について若干の知見を得たので報告する。

調査方法

アンケート調査

母集団は， 1999年3月31日現在，千葉県に届出され

ている遊漁船のうち，所有者の住所が千葉県浦安市か

ら館山市に存在する計732隻を対象とし，付l羽1に示

す調査票を用いてアンケート調査を行った。アンケー

トは1999年 1月1日から同年12月31日を対象とし，発

送は1999年11月初旬に行った。

釣獲量の推定方法と層別方法

北田2，4)が提案し，千葉県ほか叫がプレジャーボー

トによるマダイ釣獲量の推定に用いた 1船当たりの

平均釣獲量を総船数で引き延ばす方法を用いた。

釣獲量の推定は，千葉県におけるスズキを対象にし

た遊漁案内業が東京湾内湾(富津岬以北)に多く存在

していることから，東京湾内湾地区(千葉県浦安地区

~千葉県富津市富津地区)と東京湾内房地区(富津市

大佐和地区~館山市)の2つの海域に区別して行った。

また，アンケートによる釣獲尾数の回答は月別に記入

してもらうとともに，釣獲したスズキの大きさにより

60cm以上を「スズキJ，40~60cm を[フッコJ ， 40cm未

満を「セイゴjとして区別して扱った。さらに，釣獲

重量を推定する際には，東京湾におけるスズキの相対

成長式キにより換算した平均魚体重を用い [スズキJ

は尾叉長65cmとして体重2.56kg，Iフッコjは尾叉長50

cmとして1.24kg， Iセイゴjは尾叉長35cmとして0.46

kgとした。

層別の方法は，季節による釣獲最の変動を考慮し，

月別に推定する方法を用いた。

釣獲量の推定と誤差の評価

釣獲量の推定は海域別・銘柄別に評価し，それぞれ

月別に推定したものを足しあげて，海域別・銘柄別の

総釣獲尾数とした。釣獲重量は銘柄ごとの釣獲尾数に

平均魚体重を乗じて算出した。

また，誤差の評価については，月別の分散を足しあ

げて精度を求めた。総釣獲尾数と分散の推定には北

田2，4)による式を用いた。

*BW( g) =3. 9756X10'5XFL，.7761 (阻) (千葉水試未発表)
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本報告で用いる記号および式を以下に表す。

L:層の数

i 層(月)を表す添字

j・船を表す添字

N:全遊漁船数(既知)

11.サンプルとして抽出する遊漁船数

Yij: i番目の層(月)から抽出されたJ番目の船の

釣獲量

子:1船あたりの平均釣獲量

T:総釣獲量

V:分散

総釣獲量Tの推定量は

f=i(7μ) 
で表し，分散の不偏推定量は

~ ~ L Ni-ni ;r? 
V(T) =:E Ni"・二L 二 1 二」

戸 1 Ni-l nl 

と表す。

ここで，各層の不備分散行は，

1 Ni 

吉?=7士了五(均一Yi)' 

である。

また，釣獲尾数を月別に推定する際， 1m答のうち調

査対象期間内に回答のあったものについては，回収さ

れた月以降の回答はなかったものとした。また，遊漁

案内業を営まなかったと回答した場合は釣獲なしとし

て回答数に含めた。

結果

アンケート調査

アンケートの回答状況を表1に示す。送付数全732

件のうち，東京湾内湾地区(以下内湾)に347件，東

京湾内房地区(以下内房)に385件を送付し，内湾で72

件，内房で108件の回答が得られた。アンケートの回

収率は内湾で20.7%，内房で28.1%であった。内湾で

は14件からスズキの釣獲尾数の回答があり，その釣獲

尾数は15，943尾であった。内房では3件から釣獲尾数

の回答があり，釣獲尾数は2，046尾であった。

釣獲量の推定と誤差の評価

東京湾内湾 内湾におけるスズキの銘柄別・月別の推

定釣獲尾数を表2に示す。内湾では，銘柄名「スズキj

は1999年1年間に10，312尾が千葉県の遊漁船によって

釣獲されていると推定された。同様に， Iフッコjは

53，049尾， Iセイゴjは17，522尾と推定され，スズキ

全体では合言"80.882尾が釣獲されたことになる。また，

推定釣獲重量は 「スズキJ.IフッコJ.Iセイゴjの

順に， 26，398kg， 65，780kg， 8，060kgで，スズキ全体

では100，238kgと推定された。

これらの推定釣獲量について，誤差を評価した95%

信頼区間を表31C示す。釣獲尾数の信頼区間は， Iスズ

キJ，IフッコJ，Iセイゴjの臓に [7，123 13，500)， 

[35，874 70，223)， [7，943 27，100)であった。ま

た，釣獲重量の信頼区間は，同様の頗に[18，235

34，560)， [44，484 87，077)， [3，654 12，466) とな

り，それぞれ約1.9倍， 2.0倍， 3.4倍の精度であった。

東京湾内房 内房におけるスズキの銘柄別・月別の推

定釣獲尾数を表4に示す。内房でのスズキの遊漁釣獲

尾数は「スズキJ.IフッコJ. Iセイゴjがそれぞれ491

尾， 636尾， 1，509尾と推定され，スズキ全体では合計

2，636尾と推定された。また， "佐定釣獲重量は， Iスズ

キJ，IフッコJ，Iセイゴjの順に， 1，256kg， 789kg， 

694kgで，スズキ全体では2，740kgであった。

内房における推定釣獲量について，誤差を評価した

95%信頼区間を表5に示す。釣獲尾数の信頼区間は，

「スズキJ，IフッコJ，Iセイゴゴの順に [326 655) ， 

[413 859] ， [916 2，102)であった。また，釣獲

重量の信頼区間は，同様の頗に [835 1，677) ， [513 

1，066) ，μ21 967)となり，それぞれ約2.0倍， 2.1 

倍， 2.3倍の精度であった。

スズキの遊漁船による利用実態

銘柄別に推定した釣獲尾数の月変動を海域別に図 1，

Zに示す。内湾では， IスズキJ，Iフッコ」の釣獲尾

数は 1~4 月と 12月が高い値を示し，月変動は同様の

傾向を示した。しかし， Iセイゴj は 1~7 月までは

ほとんど釣獲されず 8月以降で釣獲されはじめ， 10， 

11月に多く釣獲されていた。一方，内房では， Iスズ

キJ，IフッコJ，Iセイゴ」とも月変動は同様の傾向を

示した。すなわち， 1 ~9 月まではあまり釣獲されず，

10月から釣獲されはじめ， 12月にもっとも多く釣獲さ

れていた。しかし，釣獲尾数は内湾に比較して非常に

少ない値であった。

表1 アンケ」トの回答状況

東京湾内湾 東京湾内房

母集団(発送数) 347 385 
回答数 72 108 

回答率 (96) 20，7 28.1 
スズキ釣獲件数 14 3 
スズキ釣獲尾数 15，943 2，046 
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表2 東京湾内湾海域におけるスズキの遊漁船による釣獲量

銘柄名 月 1234 56 78 91 01 1  12 合計

スズキ

遊漁船数~ M7 W W W W W W W W W W W 
サンプル数(ni) 72 72 72 72727272727272  72 37 

平均釣獲尾数(Yi) 3. 35 3.58 4. 11 3.28 1. 53 1. 24 1. 40 1. 76 1. 71 1. 97 1. 57 4.22 

推定釣獲尾数(百) 1，161 1，243 1，427 1，137 530 429 487 612 593 684 545 1，463 

平均魚体重(kg) 2~ ~~ ~~ ~~ ~~ ~~ ~56 ~~ ~56 ~~ ~~ ~~ 

推定釣獲重量(均) 2，973 3， 183 3，邸22，912 1，357 1，098 1，246 1，567 1，518 1，752 1，394 3，745 

遊猟船数~ W W W W W W W W W W W W 
サンプル数(ni) 72 72 72 72 72 72 72 72 72 72 72 84 

平均釣獲尾数(お 17.50 15.39 20.68 20.01 10.82 6.ω 4.61 5.46 8.43 14.79 13.14 15.06 

10，312 

26，398 

7ツコ ー一一←一一一一一一一てご一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
推定釣獲尾数(Ti) 6，073 5，340 7，176 6，9453，754 2，424 1，6∞ 1， 894 2，925 5，133 4，559 5，225 

セイゴ

スズキ合計

平均魚体重(kg) 1. 24 1. 24 1. 24 1. 24 1. 24 1. 2日 1.24 1.24 1.24 1.24 1.24 1.24 

推定釣獲重量(kg) 7，530 6， 622 8，898 8，612 4，655 3，∞6 1，984 2，349 3，627 6，365 5， 653 6，480 

遊漁船数~ W W W W W M7 W W W W W W 
サンプル数~ 72 72 72 72 72 72 72 72 72 7'2 72 34 

平均釣獲尾数(Yi) 0.85 1. 26 0.99 0.81 0.43 1. 51 0.69 6.49 6.69 14.74 12.89 3.15 

推定釣獲尾数('n) 294 439 342 280 149 525 241 2，251 2，323 5，1134，472 1，092 

平均魚体重(kg) 0.46 0.46 0.46 0.46 0.~ ~46 ~~ O.~ 0.46 ~~ 0.46 0.46 

推定釣獲重量(kg) 135 202 157 129 69 242 111 1，035 1，069 2，35沼丘町7 502 

合計尾数 7，528 7，022民9458，3市24，434え3782，328 4，757 5，841 1叱9319，576 7，780 

53，049 

65， 780 

17，522 

8，060 

80，882 

合計重量(kg) 10，639 10，∞6 12，708 11，652 6，081 4，346 3，341 4，951 6，214 10，469 9，105 10，727 100，238 

表3 東京湾内湾におけるスズキ釣獲量の区間推定

銘柄名

スズキ

フッコ

セイゴ

点推定値

10，312 
53，049 
立，522

推定釣獲尾数

95%信頼区間

7，123 
35，874 
7，943 

13，500 
70，223 
27，1∞ 

推定書j獲議長(kg)

点推定値 9596信頼区間

26，398 
65， 780 
8，060 

18，235 
44.484 

3，654 

34，560 

87，077 
12.466 

表4 東京湾内房海域におけるスズキの遊漁船による釣獲量

銘柄名 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合計
遊漁船数~ _ 3~ _ _ _ _ 3~ _ _ _ _ 3~ 

サンプル数(川) 108 108 108 108 108 108 108 107 107 107 100 38 

平均釣獲尾致命) 0.05 0.06 0.08 0.03 0.06 0.11 0.01 0.01 O.∞ O. 19 0.25 0.42 
スズキ

推定釣獲尾数(η) 18 25 32 11 25 43 4 4 0 72 96 162 491 

平均魚体重(~ ~~ ~56 ~~ ~~ ~~ ~~ 2.56 ~~ ~~ ~56 2.56 ~56 

推定釣獲重量(kg) 46 64 82 27 64 110 9 9 0 184 246 415 1，256 
遊漁船数~ 3~ _ _ 3~ 3~ 3~ _ _ _ _ _ _ 

サンプル数~ ~ ~ 1M ~ ~ ~ ~ w W W 100 38 

7ヲコ
平均釣獲尾数(長") 0.16 0.14 0.19 0.06 0.06 0.17 0.00 0.01 O.∞ 0.15 0.19 0.53 

推定釣獲尾数(Ti) 61 53 71 25 25 64 0 4 0 58 73 203 636 

平均魚体重(kg) 1. 24 1. 24 1. 24 1.24 1. 24 1. 24 1. 24 1. 24 1. 24 1. 24 1. 24 1. 24 

推定釣獲重量(kg) 75 66 88 31 31 80 0 4 0 71 91 251 789 
遊漁船数~ _ _ _ _ _ _ _ 3~ _ _ _ _ 

サンプル数~ 1M ~ ~ ~ 1M ~ ~ W W W ~ 88 

平均釣獲尾数ffi) ~~ ~56 ~~ ~6 ~U ~W ~ru ~OO ~OO ~88 ~88 1.88 
セイゴ

推定釣獲尾数(η) 178 214 143 71 53 78 4 0 0 122 139 507 1，509 

平均魚体重(~ ~~ O.~ O.~ ~~ ~46 ~~ ~~ ~46 ~~ O.~ ~~ ~46 

推定釣獲量量(kg) 82 98 66 33 25 36 2 0 0 56 64 233 694 

合計尾数 257 292 246 107 103 185 7 7 0 252 308 871 2， 636 
スズキ合計

合計重量~ D m m ru 16 885 11 140m  ~ B ~m 
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考 察

アンケー卜調査

本報告におけるアンケート調査では，表lに示すと

おり，その回収率は東京湾内湾で20.1%，東京湾内房

で28.1%であった。これはこの1種垂のアンケ}ト調査と

しては平均的な倍であると考えられた7叩'ス9吐

で行つたマダイの遊i漁魚に関する7ンケ-ト調査では，

内l湾湾での回答率は1日5-2却0%，内房での問答率は30-40

%であり，今回行ったスズキおよびマコガレイに隠す

るアンケートのうち内房ではこれらより低い伎をとっ

ていた10，1九これは内房では漁業への依存度が内湾よ

り高<，遊漁への関心が薄かったことが考えられた。

釣獲量の推定と誤差の評価

本報で推定した東京湾におけるスズキの遊漁船によ

る釣獲量は表3，5に示す通り，各銘柄，海域とも比

較的精度の高い偵を示した。今回実施したような 11m 

のアンケート調査で過去1年間の釣獲量を記帳しても

らう場合，回答者の記憶に残っていない場合が多く，

確かな資料が得られない可能性が高いと考えられる。

表5 東京湾内房におけるスズキ釣獲量の区間推定

推定釣獲尾数
銘柄名

点推定値

491 
636 

L型空

9596信頼区間

スズキ
フッコ
七イゴ

326 
413 
916 

5

9

2
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図1 東京湾内湾におけるスズキの銘柄別遊漁釣獲量
の月変動

尾崎・庄司

しかしながら，本報で推定したスズキを対象とした遊

漁の場合は，対象魚のサイズが比較的大きしハゼや

アジなどのように遊漁者 1人あたりの釣獲量が多くは

ない。それ故，各船長も船上での遊漁者の釣獲実態を

把握しやすい。さらに，現在の各広告媒体への自船の

宣伝のため，釣果について詳細に記録していることが

多いと考えられ，これが今回推定した釣獲量の精度の

高さに反映したものと考えられた。

スズキの遊漁船による利用実態

銘柄別釣獲量の月変動から，内湾では春から夏にか

けて「セイゴjはほとんど釣獲されないが，内房では

1-6月に若干釣獲された後，夏期は釣獲されない。

東京湾のスズキは11月から 3月にかけて湾口部で産卵

することが報告されている12)。したがって，冬期に産

卵されたスズキは夏までに成長し，秋以降に新たな遊

漁対象資源として加入していると考えられた。表6に

アンケート調査から得られたスズキを対象とした遊漁

船業の月別営業日数と営業隻数の推移を示す。これを

見ると，内湾，内房とも若干の季節変動はあるものの，

日数，隻数とも大きな変化は見られない。したがって，

推定釣獲重量(kg)

点推定値 9596信頼区間

1，256 
789 
694 

835 
513 
421 

1.677 
1，066 
967 

間
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∞
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図2 東京湾内房におけるスズキの銘柄別遊漁釣獲量
の月変動
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図 1，2で見られるような釣獲尾数の季節変化はこれ

らの漁場における資源動態を表しているものと考えら

れた。

今回推定したスズキの遊漁釣獲重量は各銘柄の合計

で内湾が100，238kg，内房が2，740kgであった。 1999年

のスズキの漁獲統計は現在のところ算出されていない

が， 1998年の農林水産統計値では内湾が1，753トン，

内房が472トンであった13)。したがって，年による漁

獲変動を無視して，あえて比較すると，内湾では遊漁

によるスズキの釣獲量は漁業による漁獲の5.7%，1"1 

房では0.6%にすぎない。また，今i司実施したアンケー

ト調査では，遊漁船において釣獲されたスズキは，全

長30-40cm以下の場合は舟放流するという回答が多かっ

た(表7)。これらを考えあわせると，遊漁船による

釣獲量はスズキ資i原を利用する上ではわずかなもので

あり，資源、に与える影響は小さいと考えられた。また，

本報では千葉県に届出されている遊漁船でのみ調査を

行い，同じ東京湾に面する東京都や神奈川県に存在す

るスズキを対象とする遊漁船については考慮しなかっ

た。 1997年のスズキ漁獲量は千葉県(全域)が1，936

トンであるのに対し，東京都と神奈川県はそれぞれ137

トンと453トンであり千葉県ほどの漁獲最はない九

しかし，スズキを対象とした遊漁船は東京都，神奈川

県とも存在することが知られている叫。東京湾全域で

の遊漁によるスズキ釣獲量を把握するためにはこれら

両都県の遊漁船についても調査する必要があろう。さ

らに，スズキの遊漁による釣獲量は遊漁船によるもの

以外にプレジャーボートによるものや陸上からの釣獲

も相当数存在すると考えられる。なかでも，陸釣りに

おける遊漁釣獲量の推定は困難を極め，湖沼・河)11な

どの調査以外では柳瀬ら日)によるマダイ放流稚魚の釣

獲についてなとマわずかな例があるにすぎない。海面で

の遊漁による釣獲量の推定はスズキを含めた資棟、の利

用実態を把握する上で今後の課題であろう。

要約

1 )千葉県に属出されている遊漁船のうち，東京湾海

域に住所地のある所有者全員に対して，スズキお

よびマコガレイを対象にした遊漁に関するアンケー

ト讃査を1999年を調査対象年として行った。

2)アンケートは732件に送付し，うち東京湾内湾で72

件，東京湾内房で108件から問答が得られた。

3)アンケートの調査結果から，東京湾におけるスズ

キの海域別・銘柄別の遊漁船による釣獲尾数およ

び重量を精度付きで推定した。

4)東京湾内湾における遊漁船による推定多J獲尾数は，

銘柄別に「スズキJ，1フッコJ，1セイゴJの頗に

10，312尾， 53，049尾， 17，522尾の合言1'80，882尾で，

その95%信頼区間は [7，123 13，500J， [35，874 

70，223J ， [7，943 27，100Jであった。また，

推定釣獲重量は銘柄別に26，398kg，65，780kg， 

8，060kgの合計100，238kgで，信頼|玄関は [18，235

34，560J ，μ4，484 87，077J， [3，654 12，466J 

であった。

5)東京湾内房における遊漁船による推定釣獲尾数は，

銘柄別に「スズキJ，1フッコJ，1セイゴjのl頓に

表6 スズキを対象とした遊漁船の月別営業日数と隻数

月 1 2 3 4 5 6 7 

営業H数 8.3 10 11 11 10 8.8 12 
内湾

営業隻数 9 6 9 7 9 8 B 

営業日数 4 13 16 20 8. 7 8.8 14 
内房

営業隻数 1 4 3 2 1 1 3 

*営業日数は営業隻数による平均値目
**数値はアンケートの回答結果から算出.

表7 遊漁船によるスズキ釣獲魚の取り扱い(アンケート調査結果)

問10 乗客は釣った魚をどのようにされていますか?

8 9 10 11 

11 9.2 13 9.3 

6 9 7 8 

11 16 17 15 

3 2 2 2 

回答2の場合の大きさ
回答 回答数

会長15rm 25α祖 30cm 

1 すべて持ち帰る 2 

2.大型魚は持ち帰り，小型魚は再放流ナる 15 2 1 5 

3 すべて再放流 1 

4.その他 3 

12 

8.6 

5 

18 

3 

40crn 

5 
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491尾， 636尾， 1，509尾の合計2，636尾で，その95

%信頼区間は [326 655]， [413 859] ， [916 

2，102]であった。また，推定釣獲重量は銘柄

別に1，256kg，789kg， 694kgの合計2，740kgで，信

頼区間は f835 1，677] ， [513 1，066)， [421 

967)であった。

5)銘柄別に推定した釣獲尾数の季節変化はとれらの

漁場における資源動態を表していると考えられた0

6)海域別の推定釣獲重量は， 1998年の農林水産統計

値と比較して内湾が5.7%，内房が0.6%とわずか

な部分であり，遊漁船による釣獲量がスズキ資源

に与える影響は小さいと考えられた。
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スズキマコガレイ道治案内業者アンク ト調査 同4 乗鉛逸治者数を、且草羊ム草で記入して下さい固

千茶県水産試験場
TEL:0470--43-1232 対象魚径

月号J乗船人象
平成"年 1月-12月

このアンク』トは東京湾のλズキおよびマコガレイの遊漁実態左釣獲量を担窪するた
めに行う調査です.
船を集計単位としていますので、般を桜ま支所有されている方位アンケートが重複しま
すが、船ごと"集計し アンク←トk自書して下さるようお扇いいたしまれ
なお、このアンク トの結果は、集計され1と彩で公表されますので、傍人の氏名が切
らかIとなることはありません

スズキ

マコガレイ

その他

問L 1999年 1月-12月の間"遊漁案内業を苦みましたかg

1日eも営んだ方位 Iを選んで下さい.

1 常んだ 2 営まなかった

問5 乗船客が釣ったスズキ左マコガレイについて且旦担口金活品主主を記入して下さいa

(スズキはθ入=以上を fスズキム 40-6{)，::泊を 17シコJ，4u.:-m未讃を『セイゴ1

"しと区別して下さい)

同2 上記の拐伺』こ 何を対象!と遊漁実内業を営みましたか。

(該当する魚額にOをつけて下さいa 複数回答可)

ゴ
コ
メ

ナ
ダ
ラ

ア
マ
ヒ

5
m
M
 

ゼ
キ
イ

ハ
サ
ダ

マ
J
q

マ

4
9
H
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ス

ギ

ギ
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ハ

ロ
ア
ヲ

シ
マ
カ
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M
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オ

ガ
ウ
チ

コ
チ
f

マ
B
J
マ

2
7
n
u
 

コ，
t

キ
ル
グ
飽

ズ
バ
イ
の

ス
メ
イ
そ

1
3
2
7
 

:
6
2
2
 

対象魚種 1 2 3 ， 4 5 6 7 8 9 11 0 11 1 2 

スズキ

フッコ

セイゴ

7コガレイ
間3.遊漁案内業を常んだR数を且盟J!皐阜躍に記入して下さいs

対象魚種 月別営業日数
[1 Jはそ由也負 平成 11年 11:1-12月

替の主なものをお
書き下さい.1 2 2 3 ， 4 5 6 7 8 9 110 " 12 

スズキ

マコガレイ

( ) 

〈 } 

( } 

同6 スズキを対象として遊漁案内業を営まれた方にお伺いしま仁
主な主要漁場はどのあたりですか?主要漁場をUJに記入して下さい.
〈江戸川河口、京葉シーパス、扇烏周辺、浦賀抗路など具体的に}

1見 2" ，. 4" 5月 '" 

7月 8月 9月 10" 11月 12月

同7 マコガレイを対象Eして選伶案内業を営まれた方にお伺いします.
主な主要漁場はどのあたりですかワ主要漁場を月別に記入して下さいe

(鉛筏狩、中ノ瀬、木更津沖、長持枠など具体的に)

閑 11.スズキの資源状況についてお伺いしますa

L ，骨却していると思う 2 滋少している左思う ，. ~ちら左もいえない

'" '" 3月 4" 5' 6月

'" 8月 9月 10" "" 1 2月

問 12 マコガレイの資原状況についてお伺いします.

L 増加していると思う 2 減少していると恩う 3 どちらkもいえない

間 13 その也魚類の資源動向』こついてお伺いしまれ唱えている"恩われる魚種減少
したと恩われる魚種を記入して Fさい。

く僧加したと思われる魚種〉

く減少した企思われる魚穏〉

筒8 遊詩案内の吟間需を教えて下さい.

〈スズキ〉

1 早朝 (-8時) 2 午前 (~12 玲，) 3 午後 (13玲~日きを)
2 日中 (7-16時) 5 夜間(日没-)

問 14.-f粂県では積筒放流事業を行っています固意見を伺いますー。

〈マコメfレイ〉

1 午前 (-12時') 2 牛後 (13侍~民投) 3 日中 (7-16時}

1 程笛民涜は必要 2 話首放流は必要なL、 3. ~ちら Jともいえない

間9 逸治案内 1悶あたりの釣行時間を教えて下さい.

間 15 種苗生産魚の標設紋占査を行っています g 今ま"と様策のついた魚を乗客が釣った
こ左があります一治、

同問符叫同一時内以伺吟帥
此

伺
同

〉
時
時

キ

2

8

ズス
1

5

く
1 ある(魚種名 ) 2 ない

間 16 遊漁船案内業の立場からみて、種箇放流を希望する魚種を3つあげて下さい固

内以同時8
 

4
 

巾
け以同時6

 
3
 

内以問時2
 

2
 

内
上

〉
以
以

イ
問
問

レ
時
時

ガ

2

8

コマ
1

5

く

問 17 その他放涜事実や調査などに関して意見がありましたらお聞かせ下さい.

同10 乗客は釣った魚はどのようにされていますか"

〈スズキ〉

1 すへて持ち帰る 2 大砂魚は持ち丹り小型魚{全長 C回以下}は再定安ttf
3 すパて再h女流 4 その佑( ) 

く Fコガレイ>

1 すへて符ち男る 2 大卒魚は狩ち鍔り小型魚(全長 C盟以下)は持政託
3 すべて再鉄tIf 4 その飽( ) 

記入の終わったアンケ←ト用紙は、開討の返送尉封筒に入れ試験場に送り返してドさい。

アyクート謂査へのこ協力ありがとうご8いましたコ
なお、平成 12年 1月末日まで"アンク トを返送していただいたjj全員に謂査協力記
念品をお送り致します.

付図 1 7ンケート諦査票


